
〈
比

較
思

想
学
会

四
〇
周
年
記

念
大
会
　

特
集

「
比

較
思
想
の

新
た
な

る
射
程
」
〉

趣
旨
説
明

一
　

記

念

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
経
緯
と

ね
ら

い

比
較
思
想
学
会
は
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
に
四
十
周
年
を
迎

え
た
。
本
学
会
は
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
に
中
村
元
博
士
の
大
き

な
理
想
の
も
と
に
創
立
さ
れ
た
。
中
村
博
士
が
一
九
八
四
年
ま
で
十
年
間

会

長

を

務

め

た
後
、
名

誉

会

長

と
な

り
、

そ

の

後
、
玉

城

康
四

郎

（
一
九
八
四
－

一
九
八
七
）
、
峰
島
旭
雄
（
一
九
八
七
－

一
九
九
〇
）
、
田

丸

徳

善
（

一

九

九

〇
－

一

九

九

三

）
、

小

山
宙

丸
（

一

九

九

三
－

一
九

九

六
）
、
峰

島

旭

雄
（

一
九

九

六
－

一
九

九

九

）
、

吉
田

宏

晢

（
一
九
九
九
－

二
○
○
五
）
、
芹
川
博
通
（
二
〇
〇
五
－

二
○
一

こ

の
歴

代
の
会
長
の
も
と
で
発
展
を
遂
げ
、
二
〇
一
一
年
に
私
が
会
長
に
就
任
し

た
。
中
村
名
誉
会
長
（
一
九

二

一－

一
九
九
九
）
は
、
二
〇

二

一
年
に
生

誕
百
年
を
迎
え
、
今
大
会
は
、
中
村
名
誉
会
長
の
百
周
年
を
記
念
す
る
大

会
で
も
あ
る
。

末
木
　
文
美
士

そ
こ
で
、
六
月
十
五
、
十
六
日
に
記
念
大
会
を
開
催
し
、
「
比
較
思
想
の

新
た
な
る
射
程
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
記

念
大
会
で
は
海
外
の
著
名
な
研
究
者
を
招
聘
し
、
講
演
な
ら
び
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
も
当
初
は
そ
の
予
定

で
あ
っ
た

が
、
適
当
な
海
外
研
究
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、

今
日
、
比
較
思
想
と
い
う
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
も
う
一
度
、
国
内

の
多
分
野
の
研
究
者
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
る
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
判
断

か
ら
、
国
内
研
究
者
を
中
心
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
切
り
替
え
て
、
準

備
を
進
め
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

中
村
名
誉
会
長
は
、
「
東
洋
人

の
思
惟
方
法
」
「
比
較
思
想
論
」
「
世
界

思
想
史
」
な
ど
、
比
較
思
想
の
名
著
を
数
多
く
著
し
た
が
、
単
に
過
去
の

思
想
を
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
比
較
を
通
し
て
現
代
の
新
し
い
思
想
を

構
築
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
比
較
思
想
学
会
設

立
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

６



比
較
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
自
身
意
義
の
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
、
思
想
に
対
す
る
批
判
を
行

い
、

そ
れ
を
通
路
と
し
て
新
し
い
思
想
を
つ
く
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。

新
し

い
思
想
は
、
既
存
の
も
の
に
対
す
る
比
較
を
媒
介
と
す
る
の
で

な
け
れ
ば
、
形
成
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
比
較
が
必
要

な

の
で
あ
る
が
、
た
だ
第
三
者
的
に
眺
め
て
比
較
し
て
い
る
だ
け
で
は

意
義
に
乏
し
い
で
あ
ろ
う
。
「
比
較
思
想
」
は
サ
ロ
ン
の
玩
具
に
と

ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
各
個
人
の
主
体
的
な
問
題
意
識
の

確
か
に
、
本
学
会
の
毎
年
の
学
術
大
会
で
は
き
わ
め
て
水
準
の
高
い
発

表

が
行
わ
れ
、
恒
例
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
併
せ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

き
た
。
し
か
し
、
中
村
名
誉
会
長
の
求

め
た
新
し
い
思
想
の
構
築
と
い
う

面
で
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

時
代
状
況
も
中
村
名
誉
会
長
の
時
代
か
ら
大
き
く
変
わ
り
、
過
去
の
方
法

論
が
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
三

つ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
外
で
は
あ
る
が
、
現
代
思
想
の
最

先
端
に
あ
り
、
比
較
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
方
を
中
心
の
発
表
者
と
し
て
、
そ
れ
に

対
し
て
会
員
の
研
究
者
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と
な
り
、
そ
の
問
題
を
比
較
思

想
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
論
じ
る
こ
と
に

し
た
。

大
会
一
日
目
（
六
月
十
五
日
）
に
は
、
伊
東
俊
太
郎
理
事
に
よ
る
基
調

講
演
「
日
本
に
お
け
る
比
較
思
想
の
系
譜
」
の
後
、
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
「
中
村
元
と
比
較
思
想
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

ゲ
ス
ト
の
若
松

英
輔
氏
に
「
中
村
元
と
井
筒
俊
彦
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し
て
い
た

だ
き
、
福
井

一
光
理
事
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
務
め
た
（
司
会
・
佐
藤
裕
之

氏
）
。
二
日
目
（
六
月
十
六
日
）
に
は
、
午
前
中

の
個
人
発
表
の
後
、
第

ニ
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
思
想
の
社
会
的
責
任
」
と
い
う
問
題
を
取
り
上

げ
、
ゲ
ス
ト
の
高
橋
哲
哉
氏
の
発
表
に
対
し
て
、
平
山
洋
評
議
員
が
コ
メ

ン
テ
ー
タ
を
務
め
た
（
司
会
・
頼
住
光
子
氏
）
。
最
後
に
第
三

セ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
「
生
命
／
科
学
／
宗
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ゲ
ス
ト
の
森
岡

正
博
氏
の
発
表
に
対
し
て
、
氣
多
雅
子
理
事
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
務
め
た

（
司
会

・
冲
永
宜
司
氏
）
。
こ
れ
ら
三

つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
の
議
論
に
よ
り
、

ま
さ
に
今
日
的
問
題
に
対
し
て
、
比
較
思
想
が
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
す
べ
き
か
、
そ
の
方
向
性
が
か
な
り
明

ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
一
回
限
り
の
お
祭
り
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
今
後
そ

の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

二
　

現
代

の
こ

と
と
し
て
の
比
較
思
想

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
議
論
に
関
し
て
は
、
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の

論
文
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
全
体
的
な
序
論
と

し
て
、
今
日
、
比
較
思
想
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
で
あ
り
、
ま
た
意
義

が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
多
少
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
最
近
の
欧
米
の

比
較
思
想
の
動
向
に
つ
い
て
略
説
し
、
そ
の
後
で
、
私
自
身

が
い
さ
さ
か

趣旨説明７



考

え

て

い

る

問

題

に

つ

い

て

触

れ

る

こ

と

に

し

た

い

。

「
比

較

思

想

」

は

英

語

に

す

る

と

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｉｖ
ｅ
　ｐ
ｈ
ｉ
ｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

で

あ

り

、

文

字

通

り

訳

せ

ば

「
比

較

哲

学

」

に

な

る
。

そ

れ

が

「
比

較

思

想

」

の

ほ

う

が

広

く

用

い

ら

れ

る

の

は

、
「
哲

学

」

の

限

定

的

な

ニ

ュ

ア

ン

ス

を

嫌

う

た

め

で

あ

ろ

う

。

欧

米

に

お

い

て

も

、

西

洋

起

源

の

ｐ
ｈ
ｉ
ｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

を

ど

こ

ま

で

非

西

欧

地

域

に

用

い

る

こ

と

が

で

き

る

の

か

、

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

き

た

。

例

え

ば

、
「
日

本

哲

学

」

は

成

り

立

つ

の

で

あ

ろ

う

か

。

こ

の

点

に

関

し

て

、

話

題

と

な

っ

た

研

究

書

と

し

て

、

グ

レ

ゴ

ー

ル

ー
パ

ウ

ル

の

「
日

本

の

哲

学
－

始

原

か

ら

平

安

時

代

ま

で

」
（

一

九

九

三

）

が

あ

る

。

本

書

で

パ

ウ

ル

が

「
日

本

の

哲

学

」

と

し

て

高

く

評

価

す

る

の

は

、

平

安

時

代

の

仏

教

論

理

学

（
因

明

）

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

、

日

本

で

大

き

な

影

響

を

与

え

た

「
法

華

経

」

や

そ

の

系

譜

に

立

つ
天

台

な

ど

の

思

想

の

評

価

は

低

い
。

パ

ウ

ル

に

よ

れ

ば

、

矛

盾

律

や

同

一

律

の

よ

う

な

論

理

学

の

法

則

は

普

遍

妥

当

的

で

あ

り

、

そ

れ

に

従

う

も

の

の

み

が
哲

学

と

し

て

認

め

ら

れ

る

。

し

か

し

、

そ

の

よ

う

な

「
哲

学

」

概

念

は

あ

ま

り

に

狹

く

、

日

本

思

想

を

理

解

す

る
上

で

、

必

ず

し

も

適

切

と

言

え

な

い

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

ジ

ョ
・－

ジ

ー
ア

ナ

ス

タ

プ

ロ

「
し

か

し
哲

学

で

は

な

い
Ｉ

七

つ

の
非

西

欧

思

想

入

門

」
（

二

〇

〇

二

）

は

、

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

、

古

代

ア

フ

リ

カ

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

、

儒

教

、

仏

教

、

イ

ス

ラ

ム

、

北

ア

メ

リ

カ

イ

ン

デ

ィ

ア

ン

の

七

つ

の

思

想

伝

統

を

取

り

上

げ

る

が

、

轡

名

に

あ

る

通

り

、

そ

れ

ら

を

「
哲

学

」

と

は

認

め

て

い

な

い

。

こ

う

し

た

「
哲

学

」

の

限

界

に

対

し

て

方

法

論

的

な

疑

問

を
呈

し

た

の

が
、

ス
テ

ィ

ー
ヴ

ン

ー
ブ
リ
ク

の

「
比

較
哲

学

の
終
焉

と
比
較

思
惟

の
任
　

８

務
－

「

イ
デ

ガ
ー
、

デ
リ

ダ
、

道
家

」
（
二
〇

〇

九
）

で

あ

る
。

ブ
リ

ク
は

、
後

期

ハ
イ
デ

ガ

ー
と
デ
リ

ダ
を
使

い
な

が
ら
、
従
来

の
西

洋
中
心

的

な

「
哲

学
」

の
概
念

は

も
は

や
通

用

し
な

い
と

し
て
、

そ
れ
に
替

わ

っ

て
、
（

イ

デ

ガ
ー

の

Ｄ
ｅ
ｎ
ｋｅ
ｎ

に
由
来

す

る

「
思

惟
」
（
ｔｈ
ｉｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ
）

と

い

う
概
念

を

、
普
遍

性

を
持
ち

、
非
西

洋
世

界
に

も
通

ず

る
も
の
と

し
て
採

用

し
て

い
る
。

こ
の
よ

う
な

立
場

か
ら
、

従
来

の
道
家

（
道
教

）
解

釈
に

疑
問

を
呈

す

る
。
従

来

の
解

釈

は
、
『
老

子
』

の

「
道
」

を
西

洋
哲

学

と

の

比

較

か

ら
、
「
道

」

を
根

源

的

な
実

在

の
よ

う

に
解

釈

し

て

き
た

が
、

そ

の
解
釈

を
否
定

し

て
w

ａ
ｙ
-ｍ
ａ
ｋ
ｉｎ
ｇ
（
生

成

す

る
こ
と

と
し

て
の
道

）

と

い
う
解
釈

を
提

唱

し
て

い
る
。

今
日

で

は
、

た
と

え

「
哲

学
」

と

い
う
語

を
用

い
る
と

し
て

も
、

も

は

や
従
来

の

よ
う

に
素
朴

に
西

洋
中
心

的

な
概
念

を
前

提
と

す
る
こ

と
は

で

き
ず

、
十

分

な
方

法
論

的
な
反

省

を
前
提

と

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。
例

え
ば
、
（

イ
ジ

ッ
ク
、

カ

ス
リ

ス
、

マ
ラ

ル

ド
編

「
日

本
哲

学
卜

資
料

集

」
（
二

〇

一

一

）

は
、

古
代

か
ら

近
代

に
至

る
ま

で

の

「
日

本

哲

学
」

の
ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー
で
あ

る

が
、
序
論

に
あ

た

る
部

分

で
、

か
な
り
詳

細
に

「
哲

学

」

の
意

味

に

つ

い
て
検
討

し

て

い

る
。

従

来

の

「
哲

学
」

概
念

に

と

ら
わ

れ
ず

に
、

い
か

に

「
日

本
哲

学
」

を
論

ず

る
こ

と

が
で
き

る
か
に

つ
い
て
、

議
論

は
大

き

く
進
展

し

つ
つ
あ

る
。
私

と
し

て
は
、

今
後

の
大

き
な

課
題

と

し
て
、

近
年

進
展

の
著

し

い
「
日

本

思
想
史

」

の
研

究

の
新

し

い
成
果

を

ど
の

よ
う
に
「
哲
学
」
と
結

び
つ
け

る
こ
と

が
で

き
る
か

が
、

次
の
課

題

で

は
な

い
か
と
考

え
て

い

る
。



さ
ら
に
大
き
な
視
野
で
の
非
西
洋
圏
の
「
哲
学
」
の
概
観
と
し
て
、

ガ

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、
エ
デ
ル
グ
ラ

ス
編
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
世
界
哲
学
「

ン

ド
ブ
ッ
ク
」
（
二
〇
一
一
）
が
注
目

さ
れ
る
。
本
轡
は
、
第
一
部
・
中
国

哲
学
、
第
二
部
・
イ

ン
ド
非
仏
教
哲
学
、
第
三
部
・
イ

ン
ド

ー
チ

ペ
ッ
ト

仏
教
哲
学
、
第
四
部
・
日
本
・
韓
国
哲
学
、
第
五
部
・
イ
ス
ラ

ム
哲
学
、

第
六
部
・
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
系
哲
学
、
第
七
部
・
グ
ロ
ー
バ
ル

哲
学
の
最
近
の
動
向
と
い
う
七
部
か
ら
な
り
、
七
百
頁
を
超
え
る
大
冊
で

あ
る
。

日
本
・
韓
国
（
朝
鮮
）
哲
学
に
関
し
て
は
、
日
本
倫
理
、
日
本
美
学
と

芸
術
哲
学
、
自
然
と
自
由
－

日
本
思
想
に
お
け
る
人
間
・
自
然
の
不
二

性
、
道
元
禅
師
の
哲
学
－

無
我
の
観
点
、
西
田
幾
多
郎
卜

自
我
・
世

界
と
根
柢
の
無
、
韓
国
仏
教
哲
学
と
い
う
章
立
て
に
な
っ
て

い
る
。
例
え

ば
、
「
自
然

と
自
由
」
の
項
目
で

は
、
西
洋
で
は
相
対
立
す
る
「
自
然
」

と
「
自
由
」
が
日
本
で
は
一
致
す
る
こ
と
な
ど
、
興
味
深

い
指
摘

が
見
ら

れ
る
。
た
だ
、
隕
ら
れ
た
分
量
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
言
え
、
選
択

さ
れ
た
問
題
が
限
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
韓
国
に
さ
か
れ
た
分
量

が
少
な

い
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
指
摘
で
き
よ
う
。

以
上
、
近
年

の
比
較
思
想
の
動
向
を

い
さ
さ
か
紹
介
し
て
み
た
。
し
か

し
、
前
述
の
中
村
名
誉
会
長
の
指
摘
の
よ
う
に
、
単
に
過
去
の
思
想
を
比

較
す
る
だ
け
で
は
、
比
較
思
想
の
本
来
の
目
標
は
達
せ
ら
れ
な
い
。
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
今
日
ど
の
よ
う
な
思
想
を
形
成
し
得
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
紙
数
も
尽
き
よ
う
と
し
て

い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
れ
な
い
が
、
日
本
哲
学
研
究
者
卜

マ

ス

ー

カ

ス

リ

ス

「

自

己

統

合

性

と

他

者

親

密

性

」

（

二

〇

〇

二

）

に

お

け

る

二

つ

の

思

考

類

型

の

呈

示

、

そ

れ

を

応

用

し

て

、

日

本

の

和

辻

倫

理

学

を

ケ

ア

や

フ

ェ

ミ

ニ

ズ

ム

の

哲

学

と

結

び

つ

け

た

エ

リ

ン

ー

マ

ッ

カ

ー

シ

ー

「

身

体

化

さ

れ

た

倫

理

」

（

二

〇

一

〇

）

な

ど

に

新

し

い

可

能

性

が

見

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

す

る

に

留

め

た

い

。
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中

村

元

「

比

較

思

想

研

究

の

未

来

性

」

「

比

較

思

想

研

究

」
　

一

、

一

九

七

四

年

、

一

〇
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